子の返還の代替執行申立書
令和　　年　　月　　日
●●家庭裁判所家事●部●係　御中
債権者代理人弁護士　　●　●　　●　●
当  事  者
別紙目録記載のとおり

第１　申立ての趣旨
１　債権者の申立てを受けた返還実施者は、別紙目録記載の子を債務者の費用をもってＡ国に返還することができる。
２　債権者の申立てを受けた執行官は、債務者の費用で、国際的な子の奪取の民事上の側面に関する条約の実施に関する法律第１４０条に規定する、債務者による子の監護を解くために必要な行為をすることができる。
第２　申立ての理由
債務者は債権者に対し、下記事件の子の返還を命ずる終局決定の正本に基づき、子をその常居所地国であるＡ国に返還する義務を負っているにもかかわらず、これを履行しない。
そのため、債権者は、令和●●年●●月●●日、債務者に対して子の返還を促すため、御庁に対して間接強制の申立てを行い、同月●●日にこれを認める決定が下されたが、債務者は、現在に至るまで子を申立人に引き渡そうとしない。
よって、申立ての趣旨記載の裁判を求める。
記

令和●年（家ヌ）第●号　子の返還申立事件の決定
第３　返還実施者

１　返還実施者となるべき者の氏名及び住所

　　氏名　●●　●●
　　住所　〒000-0000　●●県●●市●●町X-XX-XX
２　返還実施者となるべき者と子との関係及びその者を返還実施者として指定することの相当性
(1) 　子の実父である債権者は、現在、Ａ国に居住しているところ、同国において、在留資格を取得するための手続中であり、同国を離れることができないことから、返還実施者となることはできない。
(2) 　他方、上記１に記載した返還実施者となるべき者●●●●（以下「●●」という。）は、債権者の実母すなわち、子の祖母にあたる者であり、これまで複数回に渡り、子が元々居住していたＡ国を訪れ、同人らと直接面会し、また電話やスカイプなどの通信手段を用いて交流を続けるなど、子と非常に良好な関係を築いてきた。
　したがって、子にとって、●●は、最も親しい親族の一人であり、同人が返還実施者となり、Ａ国への帰国に同行する場合には、子が被ることとなる心理的負担も非常に少ないものと思料されることから、●●を返還実施者として指定するのが相当である。
以上
添 付 書 類
１　子の返還を命ずる終局決定の正本
１通
２　１の送達証明書
１通
３　１の確定証明書
１通
４　戸籍謄本（債権者が筆頭者のもの）
１通

５　戸籍謄本（返還実施者のもの）
１通

６　間接強制の決定謄本
１通

７　６の送達証明書
１通

８　６の確定証明書
１通
９　委任状
１通
（別紙）
当事者目録
国籍（本籍）　●●県●●市●●町X丁目XX番地X

住　　　所　　Ａ国●●州●●市●●通XXXX

　　　　　債　　権　　者　　　●　●　　●　●

〒●●●－●●●●

東京都●●区●●X－XX－X ●●ビルX階

●●法律事務所

債権者代理人弁護士　　●●　●●

電話:03-0000-0000　FAX:03-0000-0001

　　　　　　　　　　

国籍（本籍）　●●県●●市●●町X丁目XX番地X
　　　　住　　　所　　●●県●●市●●区●●X丁目XX-X

　　　　　　債　　務　　者　　　●　●　　●　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　

国籍（本籍）　●●県●●市●●町X丁目XX番地X

　　　　住　　　所　　●●県●●市●●区●●X丁目XX-X

　　　　　　子　　　　　　　　　●　●　　●　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　（平成●●年●●月●●日生、女）
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